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　国民年金保険料は、社会保険料控除としてその年の
課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成 25 年１月～ 12 月中
に納めた保険料全額です。（過去の年度分や追納保険
料なども含みます。）
　また、自分の保険料だけでなく、配偶者や家族（大
学生の子ども）の国民年金保険料を支払っている場合、
その保険料も併せて控除が受けられます。
　平成 24 年中に納付した国民年金保険料について社
会保険料控除を受けるには、年末調整や確定申告を行
う時に、領収証書など保険料を支払ったことを証明す
る書類の添付が必要となります。
　国民年金保険料を納付した人には、日本年金機構本
部から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されますので、必ず証明書を添付してください。
　国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一の
ときにも心強い味方です。そのためにも保険料は納め
忘れのないよう、きちんと納めましょう。

国 民 年 金

納めた国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です！

問住民課　☎32-9121

（志賀地区）　能登　正人（上　棚）　青山　洋子（高浜町）
　　　　　　障子口文雄（牛ヶ首）　山崎　豊治（倉　垣）
　　　　　　三津　幸子（大　島）
（富来地区）　大野　　堯（西海風無）　前田　正子（中　浜）
　　　　　　村上　栄子（富来領家町）　直宮　和江 （福浦港）

　　日常生活で基本的人権が侵害されないように絶えず監視
し、もし、侵害があった場合には、適切に救済を図り、自由
人権思想の普及高揚に努めています。

　人権擁護委員が「人権常設相談所」を設置しています。困っ
たことや、悩み事を持つ人は、遠慮なく法務局あるいは人権
擁護委員に相談してください。

▶志賀町の人権擁護委員

▶人権に関する相談（無料）

（人権常設相談所）
金沢地方法務局七尾支局　　0767-53-1721
金沢地方法務局人権擁護課　076-231-1247
女性の人権ホットライン　　0570-070-810
子ども人権 110 番　　　　　0120-007-110

○女性の人権を守ろう　　　　　　　　
○子どもの人権を守ろう　　
○高齢者を大切にする心を育てよう　　　
○障がいのある人の自立と社会参加を進めよう
○部落差別をなくそう　　　　　　　　　
○アイヌの人々に対する理解を深めよう
○外国人の人権を尊重しよう　　　　　　
○ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対する偏見をなくそう
○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
○インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
○ホームレスに対する偏見をなくそう
○性的指向を理由とする差別をなくそう　
○性同一性障害を理由とする差別をなくそう
○人身取引をなくそう
○東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

　人権に関する相談は、毎月総合相談（無料）にあわ
せて開催しています。
　人権週間相談日　12 月 6日 ( 金 )　10 時～ 15 時

　相　談　会　場　志賀町文化ホール２階
　　　　　　　　　富来行政センター２階

　12 月４日から 10 日を「人権週間」と定め、人権の
意義を訴え、人権意識の高揚を図るための各種啓発事
業を全国で実施しています。

 12月４日水から10日火は、人権週間です！

・七尾児童相談所　☎ 0767-53-0811　
・志賀町住民課　☎ 32-9122
・志賀町児童相談　携帯電話 090-8267-4693

オレンジリボンとは

　児童虐待防止のシンボルマークで、オレンジ
色は子どもたちの明るい未来を表しています。

　今、子どもたちへの虐待が深刻な問題になっていま
す。「子ども虐待のない社会になりますように」という
願いのもと、一人でも多くの人に「何ができるか」を
考えてもらい、「行動してもらおう」という運動を通し
て、私たち一人一人が「子育てに優しい社会」を作る
ことが、子ども虐待の防止につながります。社会全体
で子育て家庭を見守り、子どもへの虐待のない社会を
目指します。
　11 月は児童虐待防止推進月間でしたが、１年を通し
てこれからも児童虐待防止に取り組んでいきましょう。
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志賀町要保護児童
対策地域協議会だより

▶人権週間における 17項目の強調事項



　

は
じ
め
ま
し
て
。

　
「
志
賀
町
統
合
小
学
校
建
設
検
討
委

員
会
」
事
務
局
で
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、「
志
賀
地
域
の
７

小
学
校
を
統
合
し
、
平
成
28
年
４
月

の
開
校
を
目
指
す
」
と
し
た
町
の
方

針
を
受
け
、
昨
年
11
月
よ
り
、
議
会
・

区
長
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
校
長
会
・
教
育

委
員
会
な
ど
の
代
表
者
10
人
に
よ
り

発
足
し
、
現
在
17
人
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
９
回
の
委
員
会
で
は
、
基
本
的

構
想
や
設
計
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
い
、
今
回
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
出

来
あ
が
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

統
合
小
学
校
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
は
、「
自
然
と
の
調
和
や
景
観

に
配
慮
し
、
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る

こ
と
」、「
地
形
、
日
照
、
風
向
、
動

線
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
た
配
置
計

画
」、「
地
域
防
災
や
避
難
施
設
と
し

て
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
」、「
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
進
ん
で
登
校
し
た
く

な
る
教
育
環
境
」
な
ど
８
項
目
の
設

計
課
題
に
よ
り
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
、
委
員
会
で
の
検
討
内
容

な
ど
を
継
続
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

統合小学校建設検討委員会だより　　　 　　志賀町統合小学校建設検討委員会
事務局　☎32-9360

　 　　№1

泉 保治 さん（70歳）　－矢駄－

　平成 25年秋の叙勲・褒章が 11月３日に発表され、
志賀町から小杉正気さん（米浜）と泉保治さん（矢駄）
の２人が受章しました。

旭日双光章

秋の叙勲・褒章
小杉 正気 さん（71歳）　－米浜－旭日双光章

　
「
こ
れ
以
上
に
な
い
賞
を
い
た
だ

き
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。
共
に
活
動

し
て
き
た
皆
を
代
表
し
て
い
た
だ
い

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。」
と
語
る
小

杉
さ
ん
。
44
歳
で
志
賀
町
の
障
害
者

支
援
組
織
、
志
賀
町
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
を
設
立
し
、
会
長
と
し
て
27
年

間
務
め
て
き
ま
し
た
。
52
歳
の
時
、

活
動
に
専
念
す
る
た
め
会
社
を
退

職
。
志
賀
町
福
祉
作
業
所
の
所
長
と

し
て
、
開
設
当
初
か
ら
知
的
障
害
者

が
社
会
参
加
で
き
る
環
境
作
り
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
春
ま
で
の
11
年
間
、
石

川
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会
長
を

務
め
、
障
害
福
祉
促
進
に
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。
在
任
中
の
国
へ
の
要

望
活
動
で
は
、
現
場
と
の
考
え
方
の

温
度
差
を
感
じ
、
悔
し
い
思
い
も
し

た
と
の
こ
と
。

　
「
障
害
者
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
続
け
た
い
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。

　

旧
志
賀
町
議
会
を
４
期
、
志
賀
農

業
協
同
組
合
長
を
14
年
間
務
め
、
地

域
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

組
合
長
在
任
中
の
町
内
３
農
協
に

よ
る
合
併
協
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
質
が
あ
る
中
、
農
家
の
迷
い
や
不

安
を
取
り
除
く
た
め
、
業
務
の
一
元

化
な
ど
に
取
り
組
み
、
合
併
協
議
を

進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
や
農
業
セ

ン
タ
ー
、
低
温
倉
庫
、
ケ
ア
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
大
規
模
な
農
業
施

設
の
整
備
を
、
行
政
支
援
の
中
で
行

い
ま
し
た
。
特
産
品
の
こ
ろ
柿
、
長

ナ
ス
、
能
登
金
時
な
ど
、
各
部
会
を

通
じ
て
若
い
人
に
引
き
継
い
で
い
け

る
体
制
整
備
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
「
農
家
も
高
齢
化
す
る
中
、
組
合

の
利
便
性
を
考
え
、
時
代
に
即
し
た

取
り
組
み
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

今
後
も
次
世
代
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
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Ｑ
：
電
柱
に
「
無
担
保
で
即
融
資
し
ま
す
。
連
絡

先
は
×
×
」
と
い
う
貼
り
紙
を
見
て
、
連
絡
を

取
り
、
10
万
円
の
借
入
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

１
週
間
に
１
万
円
の
金
利
の
支
払
い
が
必
要
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
は
ど
う
し
て
も
必
要

だ
っ
た
の
で
お
金
を
借
り
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
日
、
金
利
の
支
払
い
が
遅
れ
た
た
め
、
自
宅

や
職
場
に
ま
で
来
て
、
脅
迫
的
な
取
り
立
て
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
設
問
は
ヤ
ミ
金
融
の
典
型
的
な
類
型
で
、

こ
の
よ
う
な
業
者
は
無
登
録
業
者
（
貸
金
業

規
制
法
違
反
：
５
年
以
下
懲
役
ま
た
は
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
で
あ
り
、
か
つ
、

法
定
利
息
を
超
え
る
高
利
息
を
要
求
し
ま
す
。

（
出
資
法
違
反
：
５
年
以
下
懲
役
ま
た
は
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
脅
迫
し
て
取
り
立

て
る
場
合
、
例
え
債
権
を
有
し
て
い
た
と
し
て

も
、
取
り
立
て
の
手
段
・
方
法
が
相
当
で
な
い

こ
と
か
ら
恐
喝
罪
（
刑
法
２
４
９
条
：
10
年
以

下
の
懲
役
）
が
成
立
し
ま
す
。
ま
た
、
取
り
立

て
が
脅
迫
を
伴
わ
な
く
て
も
、
借
り
手
の
私
生

活
も
し
く
は
業
務
の
平
穏
を
害
す
る
よ
う
な
言

動
に
よ
り
借
り
手
を
困
ら
せ
た
場
合
、
貸
金
業

教育長ホットニュース
　

上
記
、「
教
・
育
・
志
・
学
」
は
、
自

ら
の
文
才
の
無
さ
を
も
顧
み
ず
、私
の「
教

育
へ
思
い
」
の
一
端
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
た
い
と
の
一
心
か
ら
、
思
い
つ
く
ま
ま

に
毎
月
拙
い
文
章
を
羅
列
し
、
反
省
す
る

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。　

　

今
月
号
か
ら
は
「
志
賀
町
統
合
小
学
校

建
設
検
討
委
員
会
」
の
進
行
状
況
な
ど
の

お
知
ら
せ
に
紙
数
を
割
き
、
逐ち
く
じ次

、
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

拙
文
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝

し
つ
つ
、ペ
ン
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
き
る
力
を育

く
む

志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

義
務
教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
国
や

地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
成
長

と
共
に
自
立
し
、
生
き
て
い
く
力
を
付
け

る
た
め
に
あ
り
、
成
長
期
に
必
要
な
し
つ

け
や
素
養
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
育

て
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、

前
向
き
に
生
き
る
こ
と
に
異
を
唱
え
る
人

は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
教
育
の
現
場
で

は
方
法
論
で
難
し
い
点
に
遭
遇
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
よ
く
「
獅
子
は
我
が
子
を
千
尋
の

谷
に
落
と
す
」、「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ

せ
よ
」
と
語
ら
れ
、
子
ど
も
の
頃
、
何
か

と
厳
し
く
し
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
記
憶
に
残
る
く
ら
い
日
常
的

に
用
い
ら
れ
た
こ
と
わ
ざ
で
す
が
、
当
時

の
親
た
ち
は
、
相
当
意
識
し
、
自
ら
の
甘

や
か
す
気
持
ち
を
戒
め
、
自
戒
の
言
葉
と

し
て
使
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

我
々
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
頭

の
中
で
は
理
解
し
、
正
し
い
こ
と
と
認
識

し
つ
つ
も
、
現
実
の
行
動
と
の
乖か
い
り離

に
苛

立
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
そ
の
ジ
レ
ン
マ

か
ら
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
、
他
人
の

所せ

い為
に
し
て
キ
レ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
現
場
で
は
、
個
々
の
先
生
が
教
育

者
と
し
て
考
え
方
の
更
な
る
自
立
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る
土
台
と

し
て
保
護
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
家
族
や

地
域
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
須
で
す
。

　

各
々
の
協
力
、
連
携
な
く
し
て
教
育
は

成
り
立
ち
に
く
く
、
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向

は
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
学

校
や
教
師
の
み
に
教
育
を
委
ね
る
こ
と
な

く
、
個
々
の
「
家
庭
力
」
に
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
い
に
期
待
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
志
学

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授

　

國
田　

武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
特
任
教
授
と
し
て
法

科
大
学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

規
制
法
違
反
と
な
り
、
２
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
設
問
の
よ
う
に
職
場
に
取

り
立
て
に
行
く
こ
と
は
違
反
行
為
で
す
。

　

し
か
し
、
彼
ら
は
、
自
分
ら
の
行
為
は
法
律
に

違
反
す
る
こ
と
を
最
初
か
ら
承
知
の
上
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
上
記
の
よ
う
な
罰
則
規
定
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
無
視
し
て
取
り
立
を
行
い

ま
す
。
時
に
は
、
寿
司
屋
に
勝
手
に
注
文
し
て

出
前
さ
せ
た
り
、
借
り
た
人
の
家
が
火
事
だ
と

言
っ
て
偽
り
の
電
話
を
消
防
署
に
連
絡
し
て
、

消
防
車
を
出
動
さ
せ
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
し

ま
す
。
対
応
と
し
て
、
ま
ず
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
に
被
害
届
け
を
出
す
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

一
人
で
対
処
し
な
い
で
最
寄
り
の
弁
護
士
会
の

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
を
申
し
込
ん

で
、
弁
護
士
か
ら
助
言
を
受
け
た
り
、
弁
護
士

に
ヤ
ミ
金
業
者
と
の
交
渉
を
依
頼
す
る
こ
と
を

す
す
め
ま
す
。
弁
護
士
が
出
て
く
る
と
、
ヤ
ミ

金
業
者
も
大
抵
の
場
合
は
諦
め
ま
す
。
ま
た
、

ヤ
ミ
金
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
借
金
を
抱
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
の
機
会
に
、
弁
護
士

に
す
べ
て
の
借
金
の
存
在
を
話
し
て
、
①
自
己

破
産
、
②
個
人
再
生
、
③
任
意
整
理
な
ど
の
選

択
肢
か
ら
最
も
適
切
な
解
決
策
を
、
検
討
す
る

こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ヤ
ミ
金
融
の
脅
迫
的

　
　
　

取
り
立
て
行
為
に
つ
い
て

小
学
校
統
合
に
向
け
て
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雨
後
の
道
に
散
り
敷
く
紅
葉
か
な　
　
　

山
守　

宏
子

風
吹
け
ば
お
い
で
お
い
で
と
花
す
す
き　
　
　

浅　

子

収
穫
祭
食
べ
物
ば
か
り
買
い
集
め　
　
　

瀬
戸　

栄
子

メ
ガ
ネ
か
け
メ
ガ
ネ
を
探
す
我
悲
し　
　

大
家　

信
子

越
後
路
や
祖
師
聖
人
を
偲
ぶ
秋　
　
　
　

上
野　

末
子

声
援
が
選
手
に
届
き
日
本
一　
　
　
　
　
　
　

美
智
代

野
に
山
に
遊
び
し
頃
を
想
ひ
出
す

懐
か
し
き
か
な
山
路
歩
み
て　
　
　
　
　
　
　

光　

雄

六
十
路
旅
梓
・
穂
高
の
上
高
地

添
い
つ
笑
い
つ
幼
な
友
ら
は　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

旅
立
ち
ぬ
父
の
処
へ
妹
も

老は

は母
と
並
び
て
花
を
手た

向む

く
る　
　
　
　
　
　

志
津
江

文
芸
教
室

弱
い
面
あ
る
か
ら
こ
う
べ
下
げ
て
い
る　

川
上　

富
子

物
忘
れ
弱
い
脳
波
に
明
日
を
待
つ　
　
　

小
松　

康
子

弱
そ
う
に
見
え
る
が
実
は
強
情
張
り　
　

西
尾　

海
春

他ひ

と人
前
に
弱
音
を
吐
か
ず
背
を
伸
ば
す　

池
田　

洋
子

人
生
の
旅
の
坂
道
く
だ
り
ゆ
く　
　
　
　

三
井
か
ほ
里

掛
け
違
う
ボ
タ
ン
の
ま
ま
で
弱
音
は
く　

窪　
　
　

洋

軽
や
か
に
歩
い
た
坂
も
今
吐
息　
　
　
　

田
畑　

幸
子

こ
の
頃
は
体
力
気
力
下
り
坂　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

老
い
の
坂
峠
を
越
え
て
お
陰
様　
　
　
　

岩
井
マ
サ
子

来
る
春
も
弱
者
い
じ
め
消
費
増　
　
　
　

林　

ち
よ
子

く
じ
運
の
弱
さ
知
り
つ
つ
夢
を
買
う　
　

み
や
み
ち
さ
か
し

古
希
の
坂
先
に
見
え
る
は
喜
寿
の
壁　
　

古
森　

真
猿

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、
川柳については一首（一句）として送付ください。紙面の都
合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒925-0198志賀町末吉千古１番地１
　志賀町教育委員会　生涯学習課まで
　※毎月７日までにお送りください。

第
９
回
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催

第
９
回
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集

　

第
９
回
志
賀
町
文
化
祭
が

　

第
９
回
志
賀
町
文
化
祭
が
1111

月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、

月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、

文
化
ホ
ー
ル
と
富
来
活
性
化
セ

文
化
ホ
ー
ル
と
富
来
活
性
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
展
示
に
つ
い
て
は
文
化

し
た
。
展
示
に
つ
い
て
は
文
化

協
会
、
愛
好
会
、
児
童
生
徒
、

協
会
、
愛
好
会
、
児
童
生
徒
、

一
般
の
方
々
な
ど
に
よ
る
力
作

一
般
の
方
々
な
ど
に
よ
る
力
作

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
両
会
場

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
両
会
場

と
も
多
く
の
人
が
来
場
し
、
活

と
も
多
く
の
人
が
来
場
し
、
活

気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文

化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
、
文
化

化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
、
文
化

の
日
記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、

の
日
記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、

御
供
田
幸
子
の
コ
ン
ト
シ
ョ
ー
、

御
供
田
幸
子
の
コ
ン
ト
シ
ョ
ー
、

舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
な

舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
タ
レ
ン

　

記
念
講
演
会
で
は
、
タ
レ
ン

ト
・
漫
才
師
の
辻
イ
ト
子
氏
が

ト
・
漫
才
師
の
辻
イ
ト
子
氏
が

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
輝
き
を
」

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
輝
き
を
」

と
題
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

と
題
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
漫
才
コ
ン
ビ
の

講
演
終
了
後
、
漫
才
コ
ン
ビ
の

辻
イ
ト
子
・
辻
ま
が
る
と
し
て

辻
イ
ト
子
・
辻
ま
が
る
と
し
て

漫
才
を
披
露
し
、
会
場
は
笑
い

漫
才
を
披
露
し
、
会
場
は
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
御
供
田
幸
子

　

午
後
か
ら
は
御
供
田
幸
子

の
コ
ン
ト
シ
ョ
ー
、
そ
し
て
、

の
コ
ン
ト
シ
ョ
ー
、
そ
し
て
、

文
化
協
会
に
よ
る
舞
台
ア
ト

文
化
協
会
に
よ
る
舞
台
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

大
正
琴
で
始
ま
り
、
琴
、
民

　

大
正
琴
で
始
ま
り
、
琴
、
民

謡
、
詩
吟
、
合
唱
、
舞
踊
、
よ

謡
、
詩
吟
、
合
唱
、
舞
踊
、
よ

さ
こ
い
、
木
遺
、
太
鼓
の
多
彩

さ
こ
い
、
木
遺
、
太
鼓
の
多
彩

な
舞
台
芸
能
を
披
露
し
、
会
場

な
舞
台
芸
能
を
披
露
し
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、

　

ま
た
、
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、

女
性
団
体
協
議
会
、
ガ
ー
ル
ス

女
性
団
体
協
議
会
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
、
乳
児
園
・
す
ば
る
幼

カ
ウ
ト
、
乳
児
園
・
す
ば
る
幼

稚
園
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
、
青
年

稚
園
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
、
青
年

団
協
議
会
に
よ
る
豚
汁
販
売

団
協
議
会
に
よ
る
豚
汁
販
売

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
展
・
出
演
に
協
力
い
た
だ

　

出
展
・
出
演
に
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。

▲笑いに包まれた講演会

▲会場を盛り上げたアトラクション

▲展示品の数々

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
１
学
期

(

４
月
入
学)

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
正
規
の
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

大
学(

学
士)

卒
業
を
目
指
す
人
、
好

き
な
科
目
を
１
科
目
だ
け
勉
強
し
た
い
人

も
入
学
で
き
ま
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
出
願
期
間

　
　

平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で　

　

●
入
学
説
明
会

　
　
（
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　
　

１
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　

２
月
９
日
㈰
・
15
日
㈯

　
　
　
　

16
日
㈰
・
22
日
㈯
・
23
日
㈰　

　
　

10
時
30
分
〜

　

こ
の
他
、
個
別
相
談
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
学
ぶ
意
欲
を
応
援
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
（
野
々
市
市
扇
が
丘
７
の
１
）

　
　
　

☎
０
７
６
ー
２
４
６
ー
４
０
２
９
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　出前ものづくり体験教室
を 12 月 14 日（土）、14 時
から児童館で行います。羽
咋工業高校の安藤先生とコ
ンピューター部の生徒たち
の指導で、ロボットを作っ
たり、相撲をとらせたりし

　12 月８日（日）、13 時 30
分から、橋本栄養士の指導で
「ドーナツツリー」を作りま
す。豆腐入りドーナツの生地
作りや、アイシングを使った
デコレーションの仕方を習い
ます。クリスマスにぴったり
なドーナツツリーに挑戦しま
しょう。多くの子どもたちの
参加をお待ちしています。

休 館 日　２日㈪、９㈪、16日㈪、23日(月・祝)
　　　　　28日㈯～１月6日㈪
開館時間

お問い合わせ先
　志 賀 町 立 図 書 館　☎32-1740
　志賀町立富来図書館　☎42-2777

休 館 日　12 月 15 日㈰・23 日㈪
　　　　　　　29 日㈰～１月３日㈮

開館時間　９時～ 17 時 30 分
お問い合わせ先　志賀町児童館　☎ 32-1724

◆新着の本◆
○黒書院の六兵衛　上・下巻　浅田　次郎
○雪まろげ（古手屋喜十為事覚え）　   宇江佐真理
○ガンコロリン　　　　　　　海堂　　尊
○獅子の城塞　　　　　　　　佐々木　譲
○潜入調査（探偵・竹花）　　  藤田　宜永
○士道残照（幕末京都守護職始末３）　  藤本ひとみ
○致死量未満の殺人　　　　　三沢　陽一
○村上海賊の娘　上・下巻　　和田　　竜
○小さいおじさん　　　　　　尾崎　英子
○賢者は幸福ではなく信頼を選ぶ。 村上　　龍

◆おすすめの本◆
○介護現場で使える会話の引き出し便利帖　　　　布施　克彦
　高齢者と何を話していいかわからないと困っている介護現場
の人に向けて、会話のきっかけとなるネタやポイントを紹介。
高齢者との雑談が苦手な人も自信がつくようになる必見の１冊。

○郷土菓子（別冊　太陽）　　 　　　　　　　　　　　    平凡社
　懐かしい、ふるさとの味を思い出してみませんか？日本の伝
統的な製法と自然の素材とで作られたさまざまな郷土菓子を、
４７都道府県から１つずつ選び紹介しています。

12 月の行事予定
 ８日(日)　クッキング（ドーナツツリー・定員１５人・材料費100円） 13：30 ～

 14日(土)　出前ものづくり教室（ミニロボット製作・定員12人・対象小学1～４年生） 14：00 ～

 18日（水）　 親子リトミック遊び　（定員２０組）　 10：30 ～

 21日(土)　 バトン・キッズ 13：30 ～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

平　日　９時30分～ 18時
土日祝　９時30分～ 17時

クッキング（ドーナツツリー）

……　お 知 ら せ　……

●おはなし会
日　時：12月４日（水）・18日（水）
　　　　16時から
場　所：１階・絵本コーナー

出前ものづくり教室（ミニロボット製作）

　今年のカレンダーもあと残り１枚になりました。何かと慌ただしい時季ですが、息抜きに読書はいかがで
すか？読もうと思っていた本、気になっていた本など、今年のうちに読み終え、スッキリした気分で新年を
迎えるのもおススメです。年末年始向けの本も多数取り揃えていますので、ぜひ図書館を利用してください。

●手作りでクリスマスを彩ろう!!
　松ぼっくりやどんぐり、色紙など、身近な材料を使ってクリスマス
飾りを作ってみませんか？親子、友だちでの参加をお待ちしています!!
日　時：12月21日（土）13時から　場所：２階

●クリスマスおはなし会
　クリスマスにちなんだおはなし会です。みんなでクリスマス気分を
盛り上げましょう。
日　時：12月21日（土）14時から
場　所：２階・お話会室
対　象：幼児・小学生

ます。ロボットに対する関心を深め、ものづくりの楽しさを
体験してみましょう。希望する人は児童館まで申し込んでく
ださい。定員になり次第締め切ります。( 参加費 50 円 )
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タッカルビは、韓国の焼肉料理の一種で、鶏肉と野菜を使ったもの。ぶつ切りにした鶏もも肉と野菜を、
甘辛いコチュジャンをベースにしたタレをかけて鉄板の上で炒めて食べる。麺を入れたり、ご飯を入れて
チャーハンにして食べることも出来る。

240Kcal
塩分1.5g
【１人分】

今月のレシピ今今

◆作り方
① 鶏肉は一口大に切り、調味料をも
み込む。キャベツはザク切り、ニ
ンジンとエリンギは短冊切り、玉
ネギは薄切り、ピーマンは細切り
にする。

② フライパンにごま油を熱し、真ん
中に鶏肉を置き、その周りにニン
ジンをひく。
鶏肉をまず炒め、ある程度炒めた
ら、玉ネギ、ピーマン、エリンギ
を加え炒める。
最後にキャベツを加え、火が通っ
たら止める。

タッカルビタッカルビ

(

安津見

宮本 大
だいき

希くん

高浜町

櫻井 結
ゆ ひ な

陽和ちゃん

岩田
田畑 颯

そうすけ

介くん

五里峠
松村 葉

はづき

月ちゃん
高浜町

川村 美
みづき

月ちゃん

西海千ノ浦
新田 慧

けいすけ

輔くん

西山台
北岡 心

こはな

花ちゃん

仏木

栗山 蓮
れん
くん

徳田

舟山 莉
り こ

子ちゃん

岩田

和田 一
かずま

真くん
高浜町

岩見 桜
る な

菜ちゃん

高浜町
藤田 菜

な こ

心ちゃん
西山台

舘岡 沙
さ な

奈ちゃん

矢駄
中世 沙

さ な

奈ちゃん

赤住

永谷 瑞
みずき

月ちゃん

米町
青山 颯

そよか

花ちゃん

平成25年10月17日の健診分

ボ
ク
た
ち

ワ
タ
シ
た
ち

む
し
歯
が

な
い
ん
だ
よ
。。

矢蔵谷

高野 颯
そう
くん

虫歯のない子、集まれ～！虫歯のない子、集まれ～！

しかチャンネルでしかチャンネルで
放送中‼放送中‼

【材料・４人分】【材料・４人分】
鶏もも肉
◎調味料
　しょうゆ
　コチュジャン
　砂糖
　しょうが(すりおろし)
　にんにく
キャベツ
ニンジン
玉ネギ
ピーマン
エリンギ
ごま油

300ｇ
　

大さじ1、1/2
　大さじ1
　大さじ1
　大さじ1

　大さじ1/2
1/4個
1/3本
1/2個
２個
１本

大さじ1

《MEMO》《MEMO》

広報しか
2013.12
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